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今日のおねえさん

とっても串レイ！

1月15日、中央公民館で成人式が行

われました。本町でこの日成人式を迎
えたのは242人。会場受付て当ま、ガー

ルスカウトの少女たちから手作りのリ

ボンフラワーを胸に付けてもらって思

わずニッコリ。ロビーのあちこちて当ま

しばらくぶりに会う友だち同士、思い

出話に花が咲いていました。



確定申告はお早目tこ

遠賀町では下記の日程で給与所得者の還付申
告、並びに譲渡所得申告の受付をいたします
のてら、ご利用下さい。

（2）

昭
和
六
十
二
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

は
、
二
月
十
六
日
か
ら
始
ま
り
三
月
十
五
日

ま
で
で
す
。
例
年
、
期
限
間
近
に
な
り
ま
す

と
、
窓
口
は
大
変
混
離
し
ま
す
の
で
、
申
告

は
で
き
る
だ
け
お
早
目
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ

い。確
定
申
告
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
人

次
の
よ
う
な
人
は
、
確
定
申
告
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

の
六
十
二
年
分
の
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得

な
ど
の
合
計
所
得
金
額
が
所
得
控
除
（
基

礎
控
除
、
配
偶
者
璽
除
、
扶
養
控
除
な

ど
）
の
合
計
額
を
超
え
る
人

の
給
与
所
得
者
で
あ
っ
て
も
次
の
よ
う
な
人

・
給
与
の
年
収
が
一
、
五
〇
〇
万
円
を
超
え

る
人

二
示
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る
人

・
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額

の
合
計
が
二
〇
万
円
を
超
え
る
人

な
お
、
白
色
申
告
者
で
藁
所
得
、
不
動

産
所
得
や
山
林
所
得
が
あ
る
人
は
、
確
定
申

告
書
に
収
支
内
訳
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
総
収
入
金
額
の
全
品
額
が
三
、
0

0
0
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
確
定
申
告

を
し
た
人
を
除
き
総
収
入
金
額
壁
書
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い

ます。確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が

期
限
ま
で
に
申
告
し
な
か
っ
た
り
間
違
っ
た

申
告
を
し
ま
す
と
、
後
で
加
算
税
や
延
滞
税

を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す。申
告
す
る
と
所
得
税
が

遷
付
さ
れ
る
人

給
与
所
得
者
で
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の

な
い
人
で
も
、
次
の
よ
う
な
人
は
確
定
申
告

を
す
る
と
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還

付
さ
れ
ま
す
。

の
住
宅
を
麗
し
た
り
購
入
し
た
人
で
、
民

間
の
金
融
機
関
な
ど
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
の

勧
賞
を
受
け
て
い
る
人

の
病
気
や
け
が
な
ど
で
、
多
顕
の
医
聾

（
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
を
除

く
）
あ
支
払
っ
た
人
、
た
だ
し
、
美
容
盤

形
や
健
療
診
断
の
要
用
、
健
康
増
進
の
た

め
の
ビ
タ
ミ
ン
剤
な
ど
は
含
ま
れ
ま
せ
ん

の
災
害
、
盗
難
、
横
領
な
ど
で
、
住
宅
や
家

財
に
抱
書
を
受
け
、
そ
の
損
筈
額
（
保
険

な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
を
除
く
）
が

所
得
金
額
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る

人
㈲
年
の
中
途
で
退
職
し
、
再
就
職
し
て
い
な

い
人住

宅
頓
得
特
別
控
除

自
己
の
居
住
す
る
住
宅
を
取
得
し
た
と
き

そ
れ
が
新
築
、
中
古
を
問
わ
ず
次
の
要
件
を

濁
す
も
の
で
あ
れ
は
六
十
二
年
分
か
ら
五
年

間
（
以
前
は
三
年
間
）
に
わ
た
っ
て
所
得
税

の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

適
用
要
件

●
新
築
住
宅
　
（
次
の
す
べ
て
の
要
件
を

満
た
す
と
き
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
）

・
床
面
積
が
四
〇
㍍
以
上
一
一
〇
〇
㍍
以
下
で

あ
る
こ
と

・
住
宅
の
床
面
積
の
二
分
の
一
以
上
が
居
住

の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
こ
と

・
取
得
の
日
か
ら
六
カ
月
以
内
に
入
居
し
、

引
き
続
き
そ
の
年
の
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
入
居
し
て
い
る
こ
と

・
控
除
を
受
け
る
年
の
年
間
薄
金
額
が

一
、
0
0
0
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

・
居
住
用
財
産
の
譲
渡
所
得
の
特
別
控
除
、

居
住
用
財
産
の
貞
操
、
居
住
用
財
産
の
交

操
な
ど
の
特
例
の
通
用
を
受
け
て
い
な
い

こ
と

・
民
間
の
金
融
機
関
や
、
住
宅
金
融
公
庫
な

ど
か
ら
の
、
償
還
期
問
や
賦
払
期
間
が

一
〇
年
以
上
の
ロ
ー
ン
に
よ
っ
て
取
得
し

た
も
の

●
中
古
住
宅
　
（
新
築
住
宅
の
要
件
の
ほ

か
、
次
の
要
件
を
洞
だ
し
て
い
る
と
き
に

適
用
さ
れ
ま
す
。
）

・
耐
火
建
築
物
の
持
合
は
、
そ
の
取
得
の
日

以
前
十
五
年
以
内
、
そ
の
他
の
要
田
は
、

一
〇
年
以
内
に
建
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と

・
建
築
後
居
住
の
用
に
供
さ
れ
た
こ
と
が
あ

る
こ
と

申
告
に
必
要
な
も
の

・
家
屋
の
登
範
簿
謄
本
又
は
抄
本

・
請
負
契
約
書
又
は
、
売
買
契
約
書
の
写
し

・
家
屋
の
対
価
証
明
替

・
取
得
年
月
日
や
床
面
積
を
明
ら
か
に
す
る

書
類
の
写
し

・
住
宅
取
得
に
係
る
借
入
金
の
鹿
乗
残
高
等

証
明
書

・
住
民
票
の
写
し

・
源
泉
徴
収
票

・認印医

療

費

控

除

自
分
や
生
計
を
一
に
す
る
親
族
の
た
め
に

医
接
受
を
支
払
っ
た
場
合
は
二
〇
〇
万
円
を

限
度
と
し
て
、
一
定
額
を
控
除
す
る
こ
と
が

山
菜
ま
す
。
（
但
し
五
万
円
か
、
所
得
金
額

るll
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水道管にも冬じたくを
寒さから水道管をまもりましょう

工ルト、コ壬などを絵のように巻きつけて保湿

します。そして保温材がぬれないようにビニー

ルテープなどを巻いてください。

○水道管が震って水が出ないときは

タオルや布をかぶせ、その上からゆっくりとぬ

るま湯をかけてとかしてください。熟規はかけ

ないでください。

○破れつしたときは

止水せんをしめて水を止め、水道局か水道修繕

センターに修理をお申込みください。

S夜の冷え込みに注憲を

気温がマイナス4℃以下になりますと水道の水

が凍ったU、水道管が破れつしたりします。と

くに多いのはつきのようなところです。

◎水道管がむき出しになっているところ。

◎水道管が北向きにあるところ。

◎風あたりの強いところにある水道管。

○水連番の冬したく

水道管やじゃロの部分には保温材を取りつけて

ください。手近かなものとしては布、ナウ、フ

（3）　晋謹魔霊験蕾（第4期）の納付は2月1日までに

の
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額
以

上
な
い
と
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
）

申
告
に
必
要
な
も
の

・
医
療
費
の
彊
目

・
保
険
金
な
ど
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
の
わ
か

る
も
の

・
源
碁
罵
寮

・密印配
偶
者
特
別
控
除

本
毎
度
の
廼
説
法
の
改
正
に
よ
り
、
家

庭
の
主
婦
も
夫
の
所
得
の
演
得
に
相
応
の
貢

献
を
し
て
い
る
こ
と
や
、
配
偶
者
控
除
の
対

象
と
な
ら
な
い
パ
ー
ト
収
入
が
九
〇
万
円
を

超
え
る
よ
う
な
ー
＋
霜
に
も
、
一
定
の
範
囲
内

で
税
の
軽
減
が
行
わ
れ
る
こ
と
な
ど
を
考
慮

し
て
、
主
と
し
て
給
与
所
得
者
世
帯
に
つ
い

て
税
負
担
の
抽
選
を
は
か
る
た
め
、
従
菜
の

配
偶
者
控
除
の
別
枠
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も

の
で
す
。

な
お
配
偶
者
特
別
控
除
の
控
除
額
は
、
寵

偽
者
の
所
得
金
額
に
応
じ
て
異
な
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
綾
除
は
、
給
与
所
得
者
の
踏
台
、
勃

発
の
鹿
乗
調
整
で
控
除
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
伝
来
調
整
で
遵
除
さ
れ
て

い
な
い
人
、
又
は
、
控
除
額
に
変
更
の
生
じ

た
人
は
確
定
盆
付
）
申
告
が
出
来
ま
す
。

申
告
に
必
要
な
も
の

・
由
全
署
の
源
泉
徴
収
票

・
控
除
対
審
の
源
泉
徴
収
票
又
は
、
所
得

金
顕
の
確
認
出
来
る
も
の

・認印還
　
付
　
金

遭
付
金
は
、
金
額
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず

本
人
名
儀
の
銀
行
振
込
み
と
な
り
ま
す
の
で

金
田
機
関
、
預
金
の
租
類
、
口
座
番
号
を
メ

モ
し
て
馨
く
だ
さ
い
。

贈
与
税
の
申
告
と

納
税
方
法

贈
与
税
の
申
告
は
、
贈
与
を
受
け
た
年
の

翌
年
二
月
一
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
で

す。
納
税
も
由
生
局
限
と
同
じ
日
ま
で
に
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
贈
与
税
額
か
五
万

円
を
超
え
、
か
つ
金
銭
で
一
度
で
納
め
る
の

が
開
運
な
霜
が
あ
る
揚
合
は
、
五
年
以
内

の
年
賦
に
よ
り
分
割
し
て
納
め
る
延
納
の
制

度
が
あ
り
ま
す
。

●
い
ず
れ
も
幹
し
く
は
、
若
松
説
猿
害
へ
お

た
ず
ね
下
さ
い
。

＄
（
1
6
1
）
2
5
3
6

r
シ
約
・
ル
ケ
ー
ス



から咲腫ら1年生友だち軸e毎

いり串ト”串の1細i
新入学おめでとうございます。

昭和63年度の新1年生（昭和　　もし漏れや誤記などがありまし
56年4月2日～57年4月1日生）　たら、教育委員会学校教育係ま
を1月12日現在で記載しました。　でお知らせください。

外目薬佐葉上有松別離森藤中田気高吉野甫五岩安居上本海人鬼入江海口

英語皇室詣瞳撃葵饗鮨鱗李草薙崇葉書羨忍輔

園浦石潟岡野吉尾府田遁　原野口森丹毒井田田崎所頭部崎松田
ま　　　　　亜　　　　多　　　　可

新
大小石　荒水成泉
田田田町金久田原

慎祐耕　智達俊信
吾子士　番数輔也

松　　　　今　千
永吉山宮松舛吉野中田田園末塩素財中小伊ノ原坂占古喜代山松
田田下原田添江村竹中中上永噛　前林川計春日井都賀田丸中本

加　　　　　　　優　　　　　　　　　　　　　　　　　　真美
里知直奈陸弘良幸美智梨千　載夏浩麻智玲　裕憲巧　幸　裕香
美弘生子英治大代幸浩子恵愛仁子之芙美子　之冶筏　弘　美子

温縞牽強琵善薫醜畠購繕鯛奥書純絹輔蕾鮨高波奮畠含停

学裕掌等夏空尭鴇純綿弼鰯藻雑学駕墓熊
宿　毛山峯前
額　利本　田

文恭悠和
創　子子子希

頓　　智
清　里考

山三
日浦

智洋
司望

執
行

理　成和啓貴
恵　孝幸文義

丸　　寺白大　矢森東田大軍大小
井　　田木田　野　　中森野谷田

久　　　　麻健
鉄　　利美良　政権太杏建俊智三
平　　幸子枝　晴子郎奈児之寿郎

大
霜

由勇
一　英気

小山徳永
埜田藷井

友昇進伸
美平喜二

（4）

島
門
小
学
校

島
　
津

大
場
　
正
裕

若
　
松

入
江
多
恵
子

西

村

一

秘

入
江
　
　
明

（恥入）
矢
野
　
裕
子

竹
内
雄
一
郎

舛
添
志
津
代

太
田
英
日
千

乗
　
美
恵
子

門
司
佐
和
子

井
上
　
太
郎

門
脇
　
健
治

佐
々
木
晴
彦

西
村
　
陽
子

林
　
美
千
代

吉
野
　
達
也

松
井
　
呟
晃

石
井
　
久
敬

潮
　
　
紀
彰

重
松
真
理
子

松
永
　
正
樹

原
田
三
由
紀

藤
吉
　
紫
朗

山
中
千
絵
子

上
林
真
理
子

安
藤
　
将
巳

井
上
　
孝
子

蔵
原
　
卓
英

小
松
史
句
子

豊
田
　
正
明

八
窪
　
幸
美

古
川
　
　
其

松
井
奈
緒
美

広
渡
小
学
校

遠
賀
川

山
下
　
昌
代

吉
川
　
拓
也

吉
田
　
桂
子

尾
花
　
健
介

高
崎
杏
葉
子

本
田
　
　
猿

井
上
　
雅
代

川
口
　
修
司

苗
場
　
友
一

浅
田
　
　
繊

維
棄
さ
よ
子

城
　
　
博
美

瀬
口
　
座
司

田
川
　
手
絡

田
中
　
陽
子

種
田
　
啓
介

西
之
原
琢
也

畑
　
　
住
総

堀
　
亜
紀
子

機
始
　
　
泉

松
波
　
雄
一

山
口
　
珠
美

山
脇
∴
鶴
司

米
田
　
背
広

（46人）
柿
木
　
大
輔

金
子
　
由
佳

赤
星
ひ
と
み

石
村
ち
び
ろ

大
宅
　
孝
明

森
下
　
裕
也

高
崎

松
本

老
　
良

添
田

小
西
佑
佳
理

南
里

村
田

門
司

木
　
守

石
井

三
好
奈
緒
美

織
田
さ
っ
さ

堀
　
　
冶
城

大
草
　
秀
紳

幸
田
　
好
末

葉
固
有
佳
里

重
岡
　
妙
子

原
　
　
綾
子

原
田
亜
紀
奈

藤
田
　
隆
二

矢
野
真
由
美

中
井
　
俊
孝

吉
村
　
隆
司

長
岡
　
祥
子

平
見
　
自
信

（滋人）
奥
村
　
加
恵

良
末
　
寅
雄

筋

田

一

恵

高
崎
∴
∴
豊

富
下
　
卑
智

岡
村
　
祥
三

澤
遅
　
延
太

捻
出
　
　
亮

蕾
家
　
啓
之

永
谷
　
智
子

冷
牟
田
奈
保

堀
尾
　
健
三

金
城
　
久
子

浅
　
木

瓜
生
　
聡
美

小
田
那
淳
子

川
崎
真
由
美

倉
光
あ
か
ね

古
里

東
和
苑

原
田

田
中
　
健
太

難
波
江
愛
弓

森
田
　
底
部

横
田
　
　
剛

田
中
　
栄
一

東
　
町

谷
上
　
沙
織

森
　
英
裕
駒

井
之
脇
あ
か
り

西
　
町

中
村
　
　
符

安
永
　
真
理

竹
野
　
朝
美

木
下
　
　
年

綾
垣
　
伸
康

五
郎
丸
　
直

志
賀
優
美
子

爵
添
さ
や
か

平
田
　
能
有

古
橋
　
明
大

和
田
　
桂
－

山
遺
書
諸
星
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（5）

効
率
よ
く

上
手
に
使
お
う

の
中
の
省
エ
ネ
は
、
ひ
と
こ
ろ
い
わ

れ
だ
よ
う
に
、
単
に
「
節
約
」
だ
け

を
さ
け
ぷ
も
の
で
は
な
く
な
り
ま
し

た
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
湯
水
の
よ

う
に
使
っ
て
い
い
か
と
い
う
と
、
そ

∩
開
田
開
聞
出
川
曲
目
ェ
ー
続
評
語
前
結
締

冬
将
軍
が
デ
ン
と
居
座
り
、
番
が

待
ち
遠
し
い
季
節
で
す
。
こ
の
時
期
、

家
庭
で
は
室
内
を
暖
め
ろ
ヒ
ー
タ
ー
、

こ
た
つ
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
多
く
の
暖

房
機
器
が
フ
ル
回
転
　
－
　
あ
た
し
た

ち
の
生
活
を
快
適
に
し
て
く
れ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
暖
房
機
器
の
ほ

と
ん
ど
は
石
油
、
天
然
ガ
ス
、
電
気

な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
が
不
可
欠

だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
た
く
な
い
も

の
で
す
。
二
月
は
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

月
間
」
で
す
。
貴
重
な
資
源
を
有
効

に
使
う
た
め
に
、
暮
ら
し
の
中
で
で

き
る
冬
の
省
エ
ネ
を
考
え
て
み
よ
し

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
は

限
り
あ
る
も
の

日
本
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
約
八

割
を
、
輸
入
に
頼
っ
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
あ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠

か
せ
な
い
灯
油
や
ガ
ソ
リ
ン
、
電
気

な
ど
は
、
海
の
向
こ
う
か
ら
は
る
ば

る
運
ん
で
き
た
原
油
な
ど
を
も
と
に

つ
く
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

幸
い
こ
う
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

は
、
今
の
と
こ
ろ
安
定
し
て
供
給
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
暮
ら
し

で
あ
り
、
な
お
か
つ
「
人
類
共
有
の
財

産
」
で
す
。
〝
効
率
よ
く
、
上
手
に
使
う
〟

こ
と
を
心
か
け
た
い
も
の
で
す
。

家
族
で
で
き
る

省
エ
ネ
対
策

そ
れ
で
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

例
え
げ
、
次
の
よ
う
な
点
に
気
を

使
い
ま
し
ょ
う
。

▼
冬
の
夜
、
家
族
が
一
部
屋
に
集
ま

っ
て
、
ユ
タ
ツ
で
く
つ
ろ
ぐ
の
は
い

い
も
の
で
す
。
こ
の
こ
た
つ
の
上
掛

け
に
、
毛
布
を
加
え
、
こ
た
つ
赦
さ

を
使
用
す
る
と
、
消
費
電
力
は
約
三

〇
パ
ー
セ
ン
ト
少
な
く
て
す
み
ま
す
。

▼
窓
の
大
き
さ
に
も
よ
り
・
意
す
が
、

夜
は
雨
戸
を
閉
め
厚
手
の
カ
ー
テ
ン

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
で
、
暖
房
の
と

き
に
一
〇
～
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

カ
ー
テ
ン
は
、
床
ま
で
届
く
も
の
だ

と
一
層
効
果
的
で
す
。

一
家
団
ら
ん
の
ひ
と
と
き
に
、
家

族
で
で
き
る
省
エ
ネ
対
策
を
話
し
合

っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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●
消
防
協
会
遠
賀
支
部
嚢
彰

班
長
子
追
抜
雄

団
　
員
白
石
　
勇

●
消
防
団
嚢
彰

団
　
員
木
村
　
臨
港

団
員
溝
辺
一
雄

団
　
員
核
井
　
稔

団
　
員
池
田
光
一

団
員
原
田
穏
和

団
員
小
松
秀
憲



レ　＿繋愛護雲霞‾ ∴＼、整蓋嚢票萎嚢－J � � � ���） みi 縄 � 

「∴∴∴一∴∴∴ 　　　∴∴∴・∴ ‾－ノ　：：∴∴ �語手 �����九二一一－ 

醐＼朝鳩　一　　駕蘭騨畢 ����� 陸運1、＼il ��重囲講議朝丘』 　！ ����� 
ごl 

i �� �� �細海自隅田闇 �� 

陛琴曲息 ��」盤、＼ ��膚費 ��町 � 
16OS■鵜臆晴園子一∴∴ 

詔露報i／ 選眉，＿濁流畿謙 ����；∴ニ溺慕 � 
独′／竪讃鐙響讃蘭饗怨緩謡謹澱 ������� 

灘∴轟∴∵∴ ������� 
聯縦1 　　．㌧辛 幸二　l、i＼‾、 ������� 

∴一． � � �「÷「 ��� � 

町
の
玄
関
口
、
J
R
九
州
遠
賀

川
駅
前
に
六
十
五
年
と
ぴ
う
め
国

体
の
広
報
塔
が
出
来
ま
し
た
。
現

在
、
町
国
体
準
備
室
で
は
国
体
開

催
の
準
備
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま

す
。
町
民
の
み
な
さ
ん
と
一
丸
と

な
っ
て
国
壁
篤
費
さ
せ
る
よ
う

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
協
力
を
お
頭
い
い
た
し
ま

す。

国
体
め
ざ
し
て

ダ
ッ
シ
ュ
l

十
二
月
二
〇
日
、
町
第
一
武
道

場
で
「
海
生
寄
り
と
子
と
も
の
ふ

れ
あ
い
講
塵
、
し
め
飾
り
嬰
至

が
開
か
れ
ま
し
た
。
子
と
も
た
ち

に
と
っ
て
は
初
め
て
の
体
験
、
で

も
お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
の
ア
ド

バ
イ
ス
で
り
っ
ぱ
な
し
め
飾
り
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。

判
事
議
っ
i
－
、
日
記
胸
賀
一
台
．
溺
－

手
作
り
の
し
め
飾
り
で

お
　
正
　
風
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図書室ニュース 

e 
●一般図書 
花の図鑑（上・下）　阿刀田高雪　目本線済新調社 
花田の迷宮　　　　　　　山崎洋子善　導総社 
紅水仙　　　　　　　　　　司　惨害　膚検社 

；「死の医学」への序章　　　柳田邦男菩　薪潮社 
二十番斬り　　　　　　　池波正太勧善　新潮社 

寄りかかっては生きられない 
千葉敦子菩　光風社 

そして死刑は執行された　合田士節若　僧友出版 
かたつむり白書　　　藤本築一雪　婦人画報社 
エッグ工芸　　　　　田中マヂ子善　マコ一社　－ 
フィラデルフィアの野口英世 

浅倉稔生害　三修社 
安くはいれる有料老人ホーム 

わいふ編集部　ミネルヴァ書房 
沈める寺　　　　　　　　木崎さと子著　新潮社 
助っ人道中球栗毛　　赤瀬用筆善　サンケイ出版 

●児童図書 
いと（こおちたぞうさん 

マリー・ホール・エツツ　基山房 
鳴門の渦潮　　　　　　　西村　司菅　山支社 
やさしい飲み水の歴　　本間　邦書　北斗出版 

本年もたくさんの本を練んで下さい。 
節分を前にして、ミ鬼やの絵本をたくさん用憲 
しています。 

（8）
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垂
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
の
保
険
料

俣
陵
科
は
毎
月
き
ち
ん
と
納
め
て
い
ま
す

か
。
お
手
元
の
納
付
書
を
、
い
ま
一
度
お
確

か
め
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
す
と
、
万

一
の
宙
霞
に
あ
っ
た
と
き
．
障
害
墓
俊
年
金

や
藻
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
は
か
り

で
な
く
将
来
の
寄
合
基
礎
年
金
さ
え
も
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

あ
な
た
が
納
め
る
保
険
料
は
、
自
分
の
年

金
棺
を
確
実
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
今
の
お

年
寄
り
の
世
代
を
支
え
て
い
ま
す
。

能
も
が
室
か
な
老
後
を
迎
え
る
た
め
に
、

保
険
料
は
毎
月
忘

戦
傷
病
者
乗
車
券
引
換
証
の

交
　
付
　
申
　
請

●
受
　
付
　
2
月
8
日
か
ら

●
提
出
書
類
戦
傷
病
者
乗
宜
券
引
換
交
付

請
求
書

●
注
意
碧
項の

戦
傷
病
者
壬
鹿
の
交
付
を
受
け

た
後
、
垂
賽
引
詮
の
請
求

ま
で
の
間
に
、
次
の
遵
項
に
該

当
す
る
人
は
、
戦
傷
璽
基
底

お
よ
び
変
更
届
を
提
出
す
る
と

と
も
に
、
該
当
書
類
を
添
付
す

る
こ
と
。

・
氏
名
の
変
更
－
声
箱
抄
本

・
住
所
の
変
更
－
住
民
票

・
恩
給
の
新
裁
定
－
恩
給
飯
事

ま
た
は
保
管
証
の
写
し

・
身
体
障
害
者
扁
春
新
た
に

受
け
た
人
－
手
帳
の
写
し

㈲
涙
の
程
度
が
第
3
項
症
な
ら

び
に
第
4
項
症
に
該
当
す
る
人

は
、
引
撞
証
の
申
6
シ
ー
ト
ま

た
は
乙
1
2
シ
ー
ト
の
い
ず
れ
か

を
選
択
す
る
こ
と
。

請
求
書
な
ら
び
に
生
緑
式
は
、
福
祉
係
に

用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
必
ず
印
鑑
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

役
彊
陳
福
祉
係

禽
（
2
9
3
）
ュ
2
3
4

遠
賀
・
中
間
休
日
急
病
セ
ン
タ
ー

看
護
婦
・
事
務
職
員
募
集

●
楽
人
貝

の
君
達
壁
芋
名

の
蔓
蛋
暫
曇
羊
名

●
勤
務
揚
所

水
巻
町
下
二
急
病
セ
ン
タ
ー
内

●
勤
務
目

白
・
祭
日
及
び
盆
・
壷
森
丁
始
（
月
平
均

2
～
3
回
位
）

●
勤
務
時
間

8
時
5
0
分
～
重
7
時
5
0
分

●
申
し
込
み

昭
和
6
3
年
2
月
2
9
日
午
後
5
時
ま
で
に
遠

賀
・
中
間
医
師
会
事
務
局
へ
履
膝
春
雲

真
貼
付
）
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

●
面
接
白

書
類
選
考
の
」
素
人
に
通
知
し
ま
す
。
群

細
に
つ
い
て
は
、
遠
賀
・
中
間
医
師
会
事

務
局
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

＄
（
2
0
1
）
3
4
6
宣

詩
町

置
話
綴
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

技
師
養
成
蘭
留
会

●
日
経
3
月
2
1
日
（
恩
か
ら
4
月
8

日
（
金
）
ま
で
の
月
、
火
、
木

金
田
の
盤
日
間

午
後
1
時
5
分
～
9
時
4
5
分

●
場
所
芦
屋
町
星
霜

●
定
　
貝
　
0
0
人

●
賛
廟
1
万
9
、
0
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト

免
許
証
交
付
壬
教
科
を
含
む
）

●
主
催
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
連
盟

申
し
込
み
、
問
い
合
せ
は
篠
原
（
小
倉
北

区
片
野
1
－
2
－
舶
）
ま
で

衝
（
9
5
1
）
⊥
9
⊥
6
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あ

な

た

も

幸

せ

に

ク

身
体
障
害
者
の

集

がんあ誠広

●
日
　
時
　
3
月
6
日
（
日
）

1
0
時
如
分
～

●
会
場
福
岡
市
心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
1
階
）
　
福
岡
市
英

区
長
浜
1
丁
目
2
の
8

●
替
加
賀
∴
脚
円
（
昼
食
は
給
付
し
ま
す
）

●
申
込
締
切
　
2
月
好
日
（
土
）
ま
で

●
申
込
先
福
岡
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

種
0
9
2
（
1
5
1
）
3
2
3
9

参
加
希
望
の
方
は
、
次
の
竜
頭
を
添
え
て

本
人
が
宙
擾
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

・
申
込
書
念
敦
所
に
準
備
し
て
い
ま
す
）

団

見

合

を

実

施

・
住
民
票
1
通
（
但
し
、
一
塩
署
は
戸
籍
謄

本
と
住
民
票
を
各
1
通
）

・
宝
貢
2
枚
（
は
が
き
平
分
位
の
大
き
さ
で

で
き
れ
ば
全
身
を
撮
っ
た
も
の
）

・印鑑
・
身
体
障
霊
室
康
（
手
帳
を
所
持
し
て
い

る人）

・
申
し
込
み
受
付
時
間
　
9
時
－
1
5
時

（
日
“
祝
二
転
午
後
を
除
く
）

●
涌
駕
相
談
申
し
込
み
は
、
申
し
込
み
鯛
隈

は
な
く
、
毎
日
受
付
け
て
い
ま
す
。

（
日
・
祝
・
＋
薗
午
後
を
除
く
）

ニ
ュ
ー
軽
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

職
場
で
、
仲
よ
し
グ
ル
ー
プ
で
、
お
隣
り

同
士
で
手
軽
に
楽
し
め
る
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ

の
講
習
会
で
す
。
み
な
さ
ん
で
お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時
　
2
月
鈍
日
（
日
）

午
後
1
時
～
4
時
5
0
分

●
場
所
遠
賀
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

●
定
　
員
　
5
0
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費
　
棚
田
（
説
明
書
・
蟹

●
応
募
先
　
ハ
ガ
半
で
遠
賀
町
教
育
曇
貝
全

体
育
振
興
係
ま
で

了
肌
－
館
遠
賀
町
大
壷
ム
古
賀

5
1
3
番
地

●
締
　
切
　
2
月
2
0
日
（
・
e

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
北
九
州
市
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
ま
で

の
（
8
8
2
）
4
8
ュ
6

な
お
、
当
日
は
運
動
着
、
上
ぐ
つ
、
鎧
寵

用
具
な
ど
を
ご
用
憲
く
だ
さ
い
。

・
主
催
　
日
本
レ
ク
リ
ェ
ー
ン
日
ソ
協
会

・
共
催
北
九
州
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会

÷
香
遠
賀
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

・
後
援
遠
賀
打
撃
曇
貝
会

親
と
子
の
映
爾
藍
責
会

●
日
時
2
月
梯
日
（
目
）

・
1
部
午
前
9
時
4
5
分
～
ュ
2
時

・
2
部
午
後
ュ
時
－
3
時
5
0
分

●
場
所
由
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

●
対
審

‥
1
部
園
児
、
小
学
1
～
3
年
生
と
そ

の
保
撞
者

・
2
部
小
学
4
～
6
年
生
と
そ
の
保
綾

香

群
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
堅
塁
貴
会
社

会
整
骨
係
ま
で
　
禽
（
2
9
3
）
⊥
2
3
4

建
築
士
の
た
め
の

指
定
龍
習
会

●
対
象
者
県
内
に
居
住
、
又
は
勤
務
す
る

1
・
2
級
及
び
木
造
建
築
士

●
開
催
日
及
び
揚
所

2
月
統
日
　
久
田
栗
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

ター

3
月
8
日
　
北
九
州
市
ひ
び
き
荘
2
階

3
月
日
日
福
岡
商
工
全
線
新
ビ
ル
3
階

時
間
は
い
ず
れ
も
9
時
5
0
分

か
ら
1
7
時
ま
で
（
予
約
が
必

要
で
す
）

●
講
習
内
容の

建
築
士
の
社
会
的
貴
務

の
業
務
の
進
め
方

㈲
最
新
の
建
築
技
術

の
建
物
の
維
持
保
全
と
診
断
更
新

●
受
講
料
　
9
、
0
0
0
円

●
申
込
先
　
（
社
）
福
岡
県
建
築
士
会

福
壁
巾
博
多
区
博
多
駅
前

3
－
1
4
－
1
7
国
保
会
館
3
階

＄
0
9
2
（
4
4
1
）
1
8
6
7

1
・
2
織
技
能
士

訓
練
課
程
通
信
機
座

●
馴
願
科

ュ
級
機
械
加
工
科
仕
上
げ
科

板
金
科
　
　
配
管
科

擾
認
歯
科
　
建
築
大
工
科

2
級
磯
城
加
工
科
仕
上
げ
科

板
金
科
　
　
配
管
科

機
械
卸
歯
科
建
徳
夫
工
科

鋲
工
科
∴
∴
∴
塗
装
科

印
刷
科
　
　
そ
の
他
1
2
科

●
受
験
資
格

実
務
経
験
が
あ
れ
は
だ
れ
で
も

受
講
で
き
ま
す
。
（
た
だ
し
、

1
級
に
つ
い
て
は
1
馨
龍
検

定
交
線
資
格
者
、
又
は
1
年
後

に
そ
望
轟
巷
得
ら
れ
る
人
）

●
受
講
料
（
1
年
間
）

1
級
　
8
、
0
0
0
円

2
級
　
6
、
0
0
0
円

●
訓
練
糊
間
標
準
1
年
間
（
随
時
受
付
）

●
特
典
　
修
了
者
に
は
受
話
し
た
訓
練
科

の
学
科
試
験
が
免
除
さ
れ
ま
す

申
し
込
み
、
詳
細
に
つ
い
て
は

八
幡
衷
能
開
発
セ
ン
タ
ー
へ

八
幡
西
区
穴
生
3
－
5
－
1

冥
6
4
1
）
4
9
0
6
・
6
9
0
6



元気な・
赤ちやIJ

老年期のいろいろな悩み（特に老人痴

呆）について、相談や訪問をどをねこを

っております。気軽にご利用ください。

i相談吐第4金曜日

1時　間l午後晴半－2時半まで

［亘二面福岡県遠賀保健所
水巻町大字吉田2統3の18

圃机でになる方は、必ず電話
（201－4161）でご予約下さい。

●専門の医師が無料で相談に応じます。

●借入の秘密は固く守ります。

●電話相談も受けます。

＠登㊨（業龍掌）
人　口　　　16．伎海人（＋51）

男　　　　　7，躯1人（＋紺）
女　　　　　8，672人（＋幻）

世帯数　　　　4，700戸（＋紗）
転　入103人　　転　出　50人
出　生11人　　死　亡13人

（）内は前月比

（10）

パ
パ
や
マ
マ
が
写
し
た
赤
ち
ら
ん
の
か
わ

い
い
写
真
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
今
ま
＼
役
場

広
報
係
ま
で
こ
連
絡
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

一
線
業
滴
の
赤
ち
○
ん
に
限
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
挺
生
白
間
近
の
赤
ち
ゃ
ん
は

お
魚
ぎ
く
だ
さ
い
。

治
り
に
く
い
電
気
暖
房

器
臭
で
の
低
温
や
け
ど

低
温
や
け
ど
は
、
体
温
よ
り
少
し
で
も
温

度
の
高
い
も
の
に
触
れ
て
い
る
と
這
こ
り
、

赤
い
斑
点
や
水
ぶ
く
れ
が
で
き
ま
す
。
ま
た

串
ま
で
ジ
ワ
ジ
ワ
や
け
ど
す
る
の
で
治
療
に

も
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト

の
上
で
う
っ
か
り
昼
寝
を
と
い
う
ケ
ー
ス
が

目
立
つ
よ
っ
で
す
。

と
に
か
く
取
り
扱
い
説
明
書
や
使
用
上
の

注
意
を
必
ず
腕
む
こ
と
が
第
一
の
予
防
策
で

す
。
新
製
品
に
買
い
替
え
た
時
に
も
忘
れ
ず

に
緩
む
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
型
式
が
変

わ
れ
ば
禁
止
事
項
も
当
然
違
っ
て
く
る
か
ら

です。
お
す
ず
め
し
ま
す
　
「
指
差
呼
那
」

外
出
先
で
ド
キ
ッ
と
し
だ
馨
り
ま
せ

ん
か
？
ア
イ
ロ
ン
の
切
り
忘
れ
、
洩
わ
か
し

馨
の
タ
ネ
火
の
消
し
忘
れ
、
そ
し
て
カ
ギ
の

か
け
忘
れ
。
こ
れ
ら
を
予
防
す
る
よ
い
方
法

が
「
指
萎
呼
称
」
で
す
。

都
塵
を
出
る
時
、
大
声
で
「
ア
イ
ロ
ン
よ

し
／
」
「
ガ
ス
の
元
栓
よ
し
／
」
と
唱
え
な

が
ら
指
塞
す
る
の
で
す
。
目
と
口
と
耳
と
動

作
で
確
認
す
る
た
め
、
と
て
も
効
果
的
で
す

ま
た
忘
れ
物
防
止
に
も
使
え
ま
す
。

火
災
・
救
急
件
数
　
（
1
1
月
中
）

乳

●
期
　
日

●
時
　
間

●
場
所

●
対
象
者

●
持
参
品

●
内
　
容

●
料
金

離
細
に
つ
い
て
は
役
場
保
健
衛
生
係
へ
お
鴨
ね
く
だ
さ
い
。

禽

（

2

9

3

）

1

2

3

4

児
　
相
　
談

2
月
2
日
（
火
）

9
時
紬
分
～
抑
時
5
0
分

中
央
公
民
館

生
後
3
カ
月
～
6
カ
月
児

母
子
手
暖
、
バ
ス
タ
オ
ル

体
重
・
身
長
測
定
、
態
割
合
な

壷
、
小
児
ガ
ン
検
査
セ
ッ

ト
配
付

無
料

●
期
日
　
2
月
9
日
（
火
）

●
時
　
間
　
9
時
5
0
分
～
m
暗
5
0
分

●
場
所
中
英
公
民
館

●
対
象
者
生
後
1
カ
月
～
彫
カ
月
児

●
塊
茎
晶
母
子
手
暖
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
内
容
体
重
・
重
臣
覇
定
、
馨
な

ど
指
導

●
料
　
金
　
無
料

妊
　
婦
　
相
　
談

●
期
日
　
2
月
1
日
（
月
）

●
時
　
間
　
1
3
時
5
0
分
～
ュ
5
時
5
0
分

●
場
所
役
場
保
健
室

●
内
容
産
前
産
後
の
過
ご
し
方
、
妊
婦

体
操

●
持
参
晶
　
母
子
手
帳
受
領
の
方
は
、
印
鑑

●
料
金
　
無
料

特
定
疾
患
の

追
加
指
定

ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
な
ど
今
ま
で
の
鎚
疾
患

に
加
え
て
、
1
月
1
日
よ
り
「
腿
痢
遠
軽

痴
」
が
新
た
に
特
定
疾
患
に
指
定
さ
れ
ま
し

た。


